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ならないと思っならないと思っならないと思っならないと思った。た。た。た。    

 

 
  

７月１日（金）の３、４限目にコスモサイエンスⅡの特別講義が行われました。今回の講師は金沢工業

大学科学技術応用倫理研究所所長の札野順先生で、「科学技術倫理とはなにか」という演題で講演をし

て下さいました。「倫理」ということで最初は身構えていた生徒も、話が進むにつれ熱心に耳を傾けて

いました。以下に生徒の感想を紹介します。 
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７月１１日（月）に２年生によるＡＩプロジェクトの中間発表が行われました。各班ともパワーポイ

ントで作成したスライドや動画を使い発表を行っていました。また積極的に質問する姿も見られました。

今回の発表でそれぞれ指摘された改善点があると思います。１２月の校内発表会や石川県ＳＳＨ生徒研

究発表会に向けて、研究内容をさらに充実させていきましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《白山野外実習》 【理数科１年生】 
７月２８日～２９日  白山国定公園 

動植物や地学観察など野外観察活動を行いながら 

山頂を目指します。 

 

《マンチェスター大学等海外研修》【理数科１・２年生 選抜】 

８月１日～９日  英国マンチェスター大学 他 

 選抜試験を通過した１年生６名、２年生１０名が参加します。ＳＳＨ活動や授業

で培った英語力を活かす場となります。頑張って下さい。 

 

《全国ＳＳＨ生徒研究発表会》【理数科２年生 ４名】 

８月１０日～１２日  神戸国際展示場 

 全国からＳＳＨに指定されている高校の生徒たちが集まり、研究成果を発表し交

流を深めます。本校からは理数科２年生の４名が参加します。今年度は「泡の科学」

というＡＩプロジェクトの研究テーマについてポスター発表を行います。          

 

《金沢大学理学の広場 ～夏休み高校生のための理学体験セミナー～》【理数科１・２年生（希望者）】  

８月１０日  金沢大学角間キャンパス 「光の正体にせまる」、「リズム反応」など 

 

《高校生による青少年のための科学の祭典》【物理部、化学部】 

８月１０日  玉川こども図書館 「飛行物体を作製しよう」、「スライドガラスを鏡にしよう」 

 

《中学生サイエンスフェア》【物理部、化学部、理数科１年生（希望者）】 

８月１１日  松任文化会館  

「飛行物体を作製しよう」、「スライドガラスを鏡にしよう」 

 

《ＳＳＨ運営指導委員会》 

８月３０日  金沢泉丘高等学校 

本校のＳＳＨ事業について、運営指導委員の先生方からご指導いただきます。 


